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はじめに
194 5年 3月26日の連合軍=米軍の慶良間諸島占領、 4月l口の沖縄本烏上陸
に始まり (米海軍元帥ニミッツ布告) 6月23日の日本軍沖縄守備隊第32軍司令
部壊滅で日本軍の組織的批抗が終わった(1 アイスパ グー作戦J =琉球攻略作
戦の終結宣言は 7月 2 n ) 沖縄戦については、 「鉄の暴風」 と呼 ばれた米 海軍
艦 船 からの同隙のない艦砲射撃の雨 、 慶良問諸島 ・沖縄本島住民の日本軍守備
隊による強制集団死事件(いわゆる 「集団自決J) 、日本の領土内における唯 今
の地上戦地として住民犠牲者が人口の約3分の l に相当する約1 5万人に達した
こと (r戦後史大事典 194 5-2004 増補新版j [三省堂 、 2005Jおきなわ 〔大
田昌秀執筆 参照 、 沖縄県編『沖縄 苦難の現代史Jl [岩波書広 ・ 同 時代史
ライブラ リー 、 1996J) などは研究書・ 解説書も多くよく知られている。 しか
し、 八重山 (行政区両としては石垣市 ・竹富町 ・ 与那同町;右ー垣島をはじめ竹
富島、 波照間島、 新城島、 !黒島、 西表島、 与那国島などを包含する地域名) の
戦争の実態と戦争終結から連合軍占領の開始、 短期間の「八重山共和問J (自
治会) の成?とその歴史的背景などについては研究書はあるものの 、 十分知ら
れているとはいえない。
本研究ノートは、2008年度「中期研究員jとして沖縄(琉球大学図書館戦後
資料室、 沖縄県立図書館郷土資料室な ど) に出張して沖縄 ・ 八 重 山占領史 関 係
資料を収集する過程で得た知見に基づき 、 問題の入り口に立って筆者が議論の
検討をするため の調査メモである。
l. 1八重山共和国jの前史
( 1 ) ここに斎藤憐『豚と真珠湾 幻の八重山共和国j (而立書房 、 2007.10 )
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があるO 俳優座劇場で佐藤信演出で上演された 1 幕の芝居脚本 (ただし 4 時間
のうち 1 時間分をカットしたという) である。 斎藤氏の「あとがきjによると、
ラジ オのトーク香紺のディ レクター桝岡武宗氏の『八重山 共和国 八日間の
夢j (筑摩書房、 1990. 4) に触れたのが (I-r共和国jという言葉にからきし抵
抗力がなLリという) 斎藤氏のきっかけであるようだ。
桝同氏が著書を書いたのは、 東欧に「市民革命Jの風が吹きまくっていた
1989年ごろである。 桝 田氏は、 イイ土日I↑jに山かけ「八重山戦後史j(おきなわ文
庫、 ひるぎ社、 1985) の著者二大 田静男氏に会って教えを請い、 また「八重山
共和国Jを創ったときに吹ち上 がった青年・豊川善売氏に会うところから話が
始まる。 ほかを合めてイン タビューは4-5 時間に及んだらししミ。 私の 関 心の
きっかけは、 斎藤氏の芝!ιを紹介する新聞記事であり、 また その脚本出版で
あった。
( 2) í八重山共和国」を “八重山共和困" として歴史研究の 世界に登場させ
たのは、 大江志乃夫『戦後変革 日本の歴史 3 1巻j(小学館 、 19 76 . 9 ) であ
ろう。 それは、 「終戦第 三の日J能性はありえたか」のなかで以卜のように論じ
られた。 長いが引用する。
「沖縄県でも、 宮古と八重山のいわゆる先島諸島には、 アメリカ軍の1-陸作
戦はなかった。 〔 日本〕軍は根拠地飛行場のある宮古島には一例師団と二個独
立混成旅凶という、 両積あたりにすれば沖縄本島よりもはるかに密度の高い 大
兵力を配置したが、 八重山の中心であり、 官占島とほぼ同自積の七i踊島には、
一例独立旅団を基幹とする兵力しか配置しなかった。 八月 ー五Hすぎ、 軍は降
伏し、 武装解除したものの、 沖縄本島の処理に 忙しいアメリカ軍の手は、 先島
まではまわらなかった。 本島にあった軍司令部は壊滅し、 その上級司令部であ
る第一一方面軍司令部(台湾軍 司令部) は中国軍に経伏することとされたた
め、 先島の軍隊は指揮系統を失った。 ……行 政機 関である沖縄県八重山支庁も
また機能を停l卜会していた。 官僚機構は指揮系統が切断されると活動ができなく
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なるものであるが、 沖縄県では、 知事も警察部長も 自 決し、 県庁は消滅してい
た。 ……八重山支庁や 自治体の……行政機能もほとんど停止していた。 」
( 3 ) 八重山では、 1 944年10月、 3機編隊の飛行機が石垣島ベーギナーの海軍
飛行場を爆撃したのが最初の空襲であった。 2度目の空襲は、 同年:1 2月の軍施
設に対する爆撃で、 3回目は1 94 5年l月1円に行われた。 いずれも民家への被
害はなかったが、 その後3月から爆撃が激しくなり、 石垣島内各集落にも爆弾
が投下された。 石垣町住民の過半数は3 ・ 4月ごろから町外れの某地や近くの
洞窟 ・畑小屋などへ、 大浜村などの住民は西表島へ避難したO さらに 6月10日
には駐屯する日 本軍の命令によ り石垣住民は前山などの山岳地帯へ、 また大浜
住民はオモト昔東麓のブナタパルへ強制的に避難をさせられた。 しかし竹富島
を除く各避難地は「マラリア布病地」であったため、 マラリアが避難民の聞に
爆発的に流行したとされる。 戦争が進むにつれて駐屯軍に徴用される住民数が
多くなり、 194 5年 5月には16歳以上 60歳までの男子が 搬用されたため、 家に残
るのは女・子ども・ 老人・病弱者と官吏のみとなり、 頻繁な空襲のため耕作も
できず食料の欠乏状態、諸物資の欠乏が続くにつれて物価の暴騰、 盗みの横行
により「道 義のたい廃jははなはだしくなった。 1945年3月以 来、 官公庁は県
当局と連絡が取れなくな りその機能を全く失うにいたった。 警察署は職員が交
代をして犯人検挙に当たったが、 検挙しでも留置するに食糧が不足、 また裁判
をすることができなかった。 検挙窃盗犯人数は1 945 年 9月から1 2月までの4ヶ
月間で1205件 (1942年の窃盗犯130件 ) となり、 治安が乱 れていたことがわか
るであろう。 諸学校の校舎の破壊と教員のマラリア擢患、 生徒の栄養失調、 教
科書不足などにより、 教育は停滞した。
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2. 八重山自治会二「八重山共和国Jの創設へ
(1 ) 以上のような一種の無政府状態に対して、 桃原肘水氏(八重山支庁丈化
部社会課長・石垣中学校長 ・ 八重山 教職員 会長 ・ 石垣市長を歴任) は「速やか
に社会秩序を凶復し、 治安を確保してi正常な社会を再建したいという使命感に
燃えて立ちkがった憂郷の士 があったjと述べるが、 彼らは以下のような 青壮
年であった。 宮良長義(元県会議員) 、 糸川長良 (瓦小学校長) 、 大浜用立(元
県会議員 ) 、 富良高 司(瓦石垣農協長)、 宮良孫 良 (元八重山農連専務 ) 、 宮城
光雄(元群島政府商T課長) 、 豊川善売(元八重山 福祉事務所長) 、 安室孫利
(前桃林寺住職) 、 屋嘉部長佐 (農業 ) 、 浦添為貴 (海南時報 社長) 、 石 島実丈
(旧姓吾友名 、 高校 教諭 ) 、崎山 里秀 (元高校教諭 ) 、 島袋全利 (元小学校長) 、
本盛茂 (現 県会議員) 、 内原英昇 (現農業 試験場長) の1 5名である。 これに亀
谷長行 (元 高校教諭) らを加えて194 5年1 1月頃から「自治会jを結成すべく会
合をもち、 12月 初旬には宮城光雄宅で結成準備委員 会がもたれた。 討論の結
果、 青壮年の信頼が厚く正義感の強い宮 良長祥(九州帝大医学部卒、 開業医)
を 「陣頭に立てるj二会長候補 とすることを 決め交渉をしたところ、「軍国主
義に対する反省、は単なる白己ざんげであってはならない。 むしろ、 “自由と、y:
和と民主的な" 郷土再建に積械的に動くこ とこ そ、 軍困主義に対する報復であ
り、 われわれの責務でなければならない。 要 は実践あるのみだjとの凶答・快
諾を得た。 宮城信範(元小学校長) と吉野高善(台湾医専卒 ・ 医学博士 、 開業
医) は12月1 3日に再 度の懇請を受け副会長候補をf承Lた。
(2 ) 1 94 5年12月1 5け午後 8 時から「歴史的なJ郡民大会が開催され (会場は
八重山館) 、 「八重山有史以ったはじめての人民による人民のための人民の政治す
なわち民主的自治機関としての「八重山内治会』が満場一致で可 決誕生したJ
のである。 大会では、 自 治会規約 、 役員 選出、 行政機構、 当両の日様、 大会主
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言決議などが採択された。 会長・ 副会長は前述の候補が選出されたが、 他の役
員として、宮良長 義 ( 総務部 )、 大浜用立(文化部) 、 喜友名 英文 ( 衛生部)、
与那原孫佑 (治安部) が 決まり、 当面の目標は人心の安定・治安の確保・ 引揚
者の帰還促進・マラリア患者対策・闇物資の対策とされ、 八重山支庁が事務所
とされた。 大江志乃夫氏はこうした経緯 で ( 意識されないままに) なされた「人
民政府Iの創設を「八重山共和同 」の出現と評価したのであ 2 0
3. I八重山共和国j創設の歴史的背景
( 1 ) 占領軍の八 重 山上陸について
米 海軍ニミッツ元帥が「布告」を発したのは194 5年 4月 l日とされるが、日
本軍の組織的抵抗が終了した 6月23日 (第32軍司令官牛島中将と長参謀長の自
決)、 「アイスパー グ作戦 J =米軍の琉球攻略作戦の終結宣言が 7 月2 日である
にもかかわらず、 八重山諸島への米軍進駐は1 2月2 3日 までなされなかった。 米
軍進駐遅延の理由は、 お そらく沖縄本島から500キ ロを超える海上の距離の隔
たりと八重山 における日 本軍の組織的抵抗の早い時期の終結であったであろ
うO 八重山支庁の機能麻療とともに米軍進駐の遅延が「八重山共和国j創設の
客観的背景であった。
( 2 ) I八重山共和国」創設の主体形成の歴史について
「八重山共和国」を主導した人々は、戦前の 教員組合運動で弾圧を受けた|円
教員グループであった。 沖縄における無産運動や労働運動は、 沖縄青年 同盟の
結成 (大正15 = 192 6年 3月 、 那覇市公会堂) に始まると考えてよいだろう。 沖
縄青年 同盟は労働者に各職域での組合の結成を働きかけた。 その中で結成され
た組織に、 首里市大工組合 (192 7年 5月 ) 、 糸満建築工組合 (192 7年 6月 ) と
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ともに小学校教員と師範学校生の社会科学研究会 (1 927作会8月 ) があった。 し
かし社会科学研究会は昭和4ニ1929年 2月に関係 者の芋づる式検挙で壊滅的打
撃を受けた。 長い準備期間を経て教育労働者組 合が結成されたのは八重山が早
く昭和 5 = 1930年10月 (日本教育労働者組 合八重山支 部 ) 、 沖縄本島では昭 和
6 = 193 1年 1月 (沖縄教育 労働者組合、 OIL) であったO
八重山の組織は沖縄本島の教員運動 とのかかわりをほとんど持たずに「束点
に直結 していたj点に特慣があり、 また昭和7ニ1932年末まで組織を守り通し
た点でも「特筆されなければならない」とされる。 組織の中心人物は、 大浜泊
、ì: ・桃原用水 ・ 宮良長義であり、 東京には八重山山身の安室孫感が新興教育研
究所で活躍し、 また同じ八重山出身の 田本寛治も教員運動で活躍していたの
で、 イjJ:B:一東京聞の連絡は緊密 であったと考えられるの 中央の日本教育労働者
組 合が止式に創立される (昭和5 = 1930年 1 月) 前に八 重山の教員組合が支部
とLて結成されたことは、 八重山のJ.:.ì兵と束点;の安室・ 田本との聞で緊密 な連
絡が取られていたことを意味するであろうo OILが「一地方の単独の教員組
合Jであったのに対して 八重山の教育労働者組合( 東京の間本の指令で後に
「沖縄支部jと改称、 さらに昭和 7 =19 32年8月には物理学校在学中に帰省し
ていた官良長義の指示 で「日 本一般使用人組合教育労働部?III縄文部」に 改称)
は日本教育労働者組 合の指導を直接受ける「沖縄支部」の位間にあったと位置
づけられるのである。
以上から、 八重山向治会= I八重山共和同j創設発起人の中心人物は、 戦前
の 八 重 山教育労働紺介運動の中心人物 (東京で物理学校在学中の宮良長義が昭
和 7ニ1932年10月警視庁に治安維持法違反で検挙されたことをきっかけに、 沖
縄県特高警察が八重山のメンバーを内定し一斉に検挙、 中心人物は懲戒免職と
なった) の人々であったことが判明するのである。
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4. I八重山共和国jの解散 米軍政下の八重山支庁組織化と
新支庁長の選挙
(1) 米軍政の開始
1945年12月231J 、 米 海軍チエー ス少佐・ル イ ス軍医少{Jr.ほか1 1 人が LSTで
石垣島に上陸し 、 支庁長代理および各町村長と白治会幹部に対して、北緯30度
以南の琉球に米軍政をイtiくことを空言し布告・命令を示した。 南西諸島軍政長
官プライ ス少将の「布告第 aのA号J (1945. 1 1. 26)は次のようにいう。itJ
本情困に対し、 戦争遂行上、 米国軍は南西諸島及び その近海をr'î領する必�を
生じかっ治安維持及び、占領軍す長び、に島民双}Jの安寧福祉のため、 軍政府を設立
し 、 屑住民のすべての政治及び管轄権並ぴ、に最高行政 責任は、 軍政府の権能に
属し、 軍政長官としての本官の監督下の部下指揮官により行使され 、 なお円本
帝同政府のすべての行政権を停止し、 軍政宵の職権行使上、 その必要を生ぜざ
る限り 、 住民の風習、 宗教 、 信仰並びに財産権を尊重し、 現行法規の施行を持
続する。j また、 南西諸島副長官ムレ大尉の「南丙諸島命令第:号J(1945. 12. 
23)は以下のようにいう。「従前のU本帝国政府、 y...は沖縄県庁により施行さ
れた全政治機能及び、活動は今後南 西諸島米国海軍軍政府の統括監督による八重
山列島支庁長の行政 権に置く。jこれによって八重山群島は円本政府の統治権
から離れた。 同時に白治会もまた活動停止に入ったといえるだろう。 その意味
では、 次項に述べるように自治会の正式解散は1946年 1 月24日であるが、 自治
会=i八重山共和国J は1945年12月1 5Uから23日までの短い期間で終わったと
いうべきであろう。
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( 2  ) 八重 山支庁長の選挙と 自治会= í八重 山共和 国j の解散
支庁が復活するため、 194 5年12月27 tl 、 自治会員40名が石垣市役所で集 会し
て支庁長選挙を行い、 宮良長祥 (自治会会長) を選出したので、 12 月28日、
チエー ス少佐は宮良氏を支庁長に任命し (辞令の印鑑は「知恵須」となってい
たという)、 市長の組織 化を指示Lた。 その結果、 富良支庁長は29日に警察署
長 =平良専紀、 郵便局長 =奥半朝親を任命し、 30Rに宮良高善=総務部長、 吉
野高善=衛生部長、 安里栄繁=文化部長、 幾乃 伸 二経済部長 、 崎山 英保=事
(20) 
業 部長を新たに任命した。 米軍政下の八重山支庁が発 足したので、1946年l月
15日 、 支庁広場で聞庁式が 挙行され、 また石垣小学校で開庁祝賀会が開 催され
た。
米軍政下の八重山支庁が活動をはじめたのに伴い、 1946年 1 月24日に自治会
会長(宮良長祥)ほか役員が集会し 、 経過報告と 決算報告・ 承認の後 、 宮良会
(22) 
長により 自治会解散が宣言された。 これが八重山 自治会= í八重山共和国」の
正式な活動終了であった。
むすびにかえて
( 1 )大江教授に よ る 八重山自治会= í八重 山共和 国」出現評価の背崇には、
日本近代史における他の 2 つの「共和国」出現論がある。 一つ日は「 明治維新
のときの隠岐島の小共和同成立の歴史」で、 二つ目は「西南戦争のときの熊本
県山鹿地方の小共和国建設の例J(熊本民権党の指導で I公選制にもとづく完
全な住民 自 治体J) であり、 三番目に「八 重山共和国Jの例が続くというので
(23) 
あるO
( 2 ) 大田静男氏は、「誕生から一週間でその使命を終えたとはいえ 、『人民の
人民による人民のための政治』 を実現した 、 八重山 自治会の名は日本近代史に
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特記すべきものであるj とする。
( 3  )私にとっての「八重山共和閏」は、 その主体形成において正倒的な事例
を突きつけるように思われるO 大江教授は、「戦前の運動と運動に対する弾圧
の経験をくぐりぬけた人々によって指導された “八重山共和国" の暦史的経験
(2:月)
は、 日本の国民にとって貴重な経験であったJと許師された。 私は八重山 (ィi
tR:島) が沖縄本島ではなく(むしろ沖縄本島を越えて) 東京と緊密 に結合しな
がら時代の最 先端の教員労働組合運動を主体的に生み出した、 その八重山の
「独立精神Jとエネルギーの 源泉( その人間類型) を把握したいという思いに
駆られている。 その問題怠識の 4端は、【補論]において論じておきたいと思
つ。
( 4 )今後の検討課題は、「 アメリカは何故沖縄を 日本から切り離したのか」
のテーマである。 ただし、 これは琉球民族の先住民族性を否定する趣旨の設問
ではない。
(本研究ノートは、 平成20 =2008年度「中期研究員」としての筆者の研究活動
の成果の一部である。 本号編集責任者=増出英敏教授にお願いをして、 締切り
遅延のところ特に本稿を『公法の諸問題Jに加えていただいたのは 、 筆者の定
年退職前の現職における同書への寄稿の最後の機会になると思われるからであ
る。)
〔注〕
(1) 琉球大学図書館戦後資料室での資料収集にあたっては、 N'地 博氏 (琉球大学法文
学部教長 ) のご紹介とご援助をいただいた。 記して感謝中し上げます。
( 2  ) 大江志乃夫「戦後変革 日本の歴史 31巻JI (小学館、 1976) 74頁
(3 )  r新八重山 博覧合記念誌JI (八重山復興博覧台、 1950.8)記念誌編纂局「復興の姿
吉野知事施設日記の中からJ 九問五年 13頁 14頁。 1945年8月15日の終戦ととも
l行5
に 住民は各避難地から自宅に帰ったが、マラリアは各集落でなお猛威をふるい、同年12
月末までに 患者数は16884名となり、 当時の人口の53.8% にのぼる高率となった(死亡
者数は3647名であり患者数 に対して21.5%の高死亡率であった)とされる(同書、14
頁)。
( 4  ) 前掲・『新八重山.1 14頁-15頁
( 5  ) 桃原用水『戦後の八重山歴史.1(発行・宮里師伴、昭和61=1986)94頁-95頁、「人
名は沖縄県史十巻と筆者〔桃原用水氏〕の記憶によるjとされるO
( 6  ) 大田静男『八重山戦後史.1(おきなわ文庫、 ひるぎ杜、1985)56頁によると 、吉野
高善は 「マラリア対策に尽力していたjとされる 。 なお、私は2005年 9月に石垣市で上
江洲儀正氏(南山舎の社長)のご紹介で大田氏 にお会いしたことがあるが、 そのと きは
もっぱら[補論]掲載の 「オヤケアカハチJに関するインタビューのみで、「八重山共
和国j についてお聞きすることはできなかった 。 この件は他日を期したい。
( 7 )  桃原・前掲書 94頁95頁、 大田・前掲書 56頁58頁
( 8  ) 桃原・前掲書 95頁-96頁
( 9  ) 外間正四郎「日本の南方軍政と米国の沖縄軍政一軍事的植民地主義における類似点
と相違点 J r沖縄県公文書館研究紀要』創刊号(1998.3 、沖縄県公文書館)46頁47頁
(10) 安仁屋政昭『沖縄の無産運動.1(おきなわ文庫、 ひるぎ社、1983)44頁-53頁、85頁
(ll) 安仁屋・前掲書 91頁
(12) 安仁屋・前掲書 102頁104頁、111頁113頁
(l3) 安仁屋・前掲書 112頁
(14) 安仁屋・前掲書 112頁
(15) 安仁屋・前掲書 114頁
(16) 安仁屋・前掲書 115頁、 桃原・前掲書 99頁-100頁
(17) 桃原・前掲書 97頁、同103頁-104頁、 大田・前掲書 60頁64頁
(18) 桃原・前掲書 106頁
(19) 前掲・『新八重山.1 16頁
(20) 桃原・前掲書 106頁-107頁、 大田・前掲書 66頁-69頁。 なお、 大田・前掲書によ
れば、 チエース少佐等が住民 に周知させるよ う に宮良長義=自治会総務へ手渡した「米
国海軍政府、沖縄府、民権及行政府各官庁権限J(崎山里秀=八重山農林学校書記で英
語が得意の翻訳) にはII項からなる 「人民の権利と義務jがあり、それは言論・出版・
労働組合・政治結社・信仰の自由・ストライキ権の付与・女性の参政権を認めるもので
あって 、地方政府や軍政府批判も認め たという(65頁)。 この文書とポツダム宣言・初
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期対日方針等の文書との関連について、 なお検討を必要とすると忠われる。
(21) 前掲イ新八重llJ J 16頁一17貰
(22) 桃原・前掲書 98頁、なお大田・前掲害 (59頁) は自治会は「 月二三日に解散し
たjとする。
(23) 大江・前掲書 76頁
(24) 大田 ・前掲書 59頁
(25) 大江・前掲書 76頁
[補論1
15世紀末の「アカハチ戦争J =八重山「独立戦争」
の視点から
はじめに
「 八重山共和同」の樹一伝にあらわれた八重山(とくに石垣島)の「独立精神」
の強固さは、 伝説の八重山の英雄二オヤケ アカハチの琉球王府に対する「独立
戦争」の伝承によく示 されているのではないかと思われるO それを理解するた
めに、 オヤケ アカハチ「問題」調査に 関 する拙稿を補論として加えておきたい
と思う。 以下は、 専修 大学現代文化研究会紀要『現丈研Jl 82号(2006. 3) (rオ
ヤケ アカハチ(オヤケ アカハチ・ホンガ ワラ )とは何ものか 1 5世紀末の琉
球・宵古 ・八重山地域 関係 史研究の 周辺-J)および83号(2007. 3)(r 八重山
の英雄オヤケ アカハチの遺跡を訪ねて一宮古・波照間・竹富島を歩く一J)に
掲載した拙稿を適宜編集したものであるが 、 発表媒体および読者層が違うの
で 、 参考になるものと判断する。
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オヤケ アカハチ(以下では、 オヤケ ・ アカハチと区切った り、 アカハチと短
縮形で呼んだ り 、 さらにはオヤケ アカハチ・ホンガ ワラ(ホンカワラ)<遠弥
計赤蜂保武111 >と呼称したりするが、 「オヤケJ (於屋計) の意味や「 アカハ
チ」 の漢字形〈赤蜂 、 赤鉢〉と その指し示す意味 、 Iホンガワラ(ホン カワラ ) J 
〈堀川原、 保武瓦〉の意味や一人説・ 二人説については多くの議論がある) と
はどういう人物であろうか。
「オヤケ赤蜂之碑」 および それに並ぶ妻の「古乙姥之碑」のそばに建つ顕彰
碑の「碑文J (撰丈:喜舎場永E旬、1953年 4月16 CI、大浜 ・崎 原公開内に建立)
は次のよう に言う 。 「 オヤケ アカハチは一名ホンガワラアカハチとも稽した。
豪勇衆にすぐれ 、 群雄割拠のその当時、 大浜村を根拠として酋長に仰がれてい
た。 丈明十八年(一四八六)中山尚真王は使者を八重山に特派してイリキヤ ア
モリの祭叩を淫嗣邪教として厳禁したところ、 島民は信仰の不当なる弾I王だと
していたく憤激した。 ここにおいて アカハチは島民の先頭に立って反旗をひる
がえし、 朝貢を両三年塾断して中山の反省を求めたが、 尚真王は大里王fを大
将と し話Ij将並びに神女君南風らと共に精鋭三千人を兵船同十六隻で反乱鎮圧に
派遣した。 アカハチは大いに防戦奮闘したが、 衆寡敵せず恨みをのんで底原の
露と消えた 時は明応九年(一五00)、 今から四五四年前のことである。 アカ
ハチは封建制度に反抗Lて 自由民権を主張L 、 島民のためにやむにやまれぬ正
義観をもって戦ったのであるO 戦いは利あら ず敗れたけれども、 その精神と行
動は長く後 世に光tを放つことであろう 。 ここに碑を建て、 もってその偉徳を
讃えるゆえんである。J (句読点を打って読みやすくした ;なお碑丈中、「イリ
キヤ アモリの祭記を淫耐邪教として厳禁した」ことと結びつけた部分はその後
の歴史研究により「尚真王十年ではなく尚貞王十年の修史上の誤りjとされて
否定された、参照、 砂川哲雄「オヤケアカハチ・ホンガ ワラのイメージ形成と
時代的背景J W現文研j 82号(006. 3) 38良)
また、 乱(1乱jについては下記 〔注 1 ]参照)後500年を記念したオヤケア
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カハチの銅像の立 つ石の裏面に書かれた「オヤケアカハチ之像J (2000年10月
吉日建立 、 大浜・崎原公園内、 オヤケアカハチ五00年実行委員会)は次のよ
うに言う o r西暦一五00年(明応九年)、 当時の琉球王府に年貢を拒否、 反旗
を翻した驚天動地のアカハチの乱の主人公・ オヤケアカハチの銅像 。 その人物
像は体つきが人並みはずれた大男、 抜群の力持ち、 髪は赤茶け て日本人ばなれ
のした精惇な顔つきの若者ーと伝えられているO 正義感が強く、 島民解放のた
め先頭に立って権力にたち向い、 大浜村の人々 か ら太陽と崇められ信望を一身
に集めていた。 爾来、 今日まで英傑・ オヤケアカハチの遺徳は大浜村の人々に
「アカハチ 精神j として受けつ がれているO この銅像はイメージ像 をも とに現
代の手法を駆使して製作したものであ る。J (な お、 私の石垣調査・懇談会
(2005.9) では、 アカハチの銅像は、 砂川哲雄「オヤケア赤蜂の反乱J (r青い
海』通巻63号、 1973)の最初に掲載された挿絵にきわめて類似しているこ とが
指摘された)
以上の 2つは、 それぞれの時代におけるアカハチのイメージを反映していて
興味深いが、『沖縄大百科事典j(1983、 沖縄タイムス社)の研究者執筆の「オ
ヤケ・ アカハチjによれば、 次のように描かれるo r生没年不詳 15世紀末、
八重山の大浜村にあって豪勇をもって聞こえ、 近隣を制圧して宮古勢 とも対
立、 貢を絶って首里王府に反旗をひるがえし(オヤケ・ アカハチの乱 )、 逆徒
として王府征討軍により訴罰されたとされる人物。 彼はく心おごり、 老をあざ
むき、 幼をあ などる〉不逗の人物として登場するがu球陽j)、王府側の記録
や俗説のみ で、 その人物像は乱の原因とともによ くわかっていない。 伝承によ
ると、 アカハチは八重山南端の波照間島 で生まれた。 幼児のころより容貌怪
異、 長じては筋骨たくましく、 威名隆々 たるものがあった。 まも な く野望を抱
いて渡海、 石垣島の大浜村に居を構え、 衆望をになって全島 制圧の勢いをみせ
なあたウブシュ こ い つli
た。 やがて 石垣村の酋長・長田大主の妹・古乙姥をめとり、 義兄となって 大主
と盟約して王府へ反抗を企図した。 しか し、 大主をはじめほかの有力首長も あ
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えて アカハチに従わなかった。 1 500年(尚真24) 、 アカハチ追討の玉府軍が来
島Lたとき、 アカハチは阿修羅のごとく奮戦したが、 結局砦をのがれ、 蓮のは
えた 深 田に 瀞 伏L ていたところ、 つ いに 諒罰されたという (rひる ぎの 一
葉山。J (崎111 直執筆;ふり似名や事典項H参照記号はづ|用者が適宜省略し
た)1 オヤケ ・アカハチの乱J (1 500iFlの評価lìの違いから 、 アカハチにつ い
て、「島民救済の英雄とする比五J と「時流を見抜けなかったたんなる猪武者
だとする見解jがあるという(111奇山・前掲)0 U主1]
アカハチについては、 1 5世紀の韓国南部 ・光州付近生まれとされる貴族の庶
子(義賊) ホンギル トン (洪古童) の宮古 ・八 草山亡命伝説があるが、 沖縄・
八重山 ・韓同の歴史研究者の聞では、 ホンギルトンそのものが朝鮮王朝時時代
小説家ホ(許)・ギュン (l569�1618 ) の書いた最初 のハングル小説の主人公
に過ぎない(非実在の人物) という結論がだされているようである。 しかしそ
れとは別偶に、 オヤケアカハチをめぐる 「海の道jの視点は重要ではないかと
思われるO アカハチが、 ①西欧から アジ アに 来航して難破し漂着した波照間島
でウランダー(オランダ人に限らずヨー ロッ パ人を指す)が島の女性に産ませ
た子供であるか、 ② 1 5t片手己に活躍した日本人主 体の倭冠 (1前期倭冠J) が拠点
とする波如、聞で久性に産 ませ た子供であるか、 ③朝鮮半島南部から(1477年の
済ナト|島氏で海難にあった漂流民の送還ルートをたどって) 亡命してきた李氏朝
鮮への反乱グルー プ (ホンギルトン伝 説の基盤となる集トJ[) の一人であるか、
④大浜・崎原公園内の「アカハチの像」からイメ ージされるようなニュージー
ランドの精惇なマ オ リ族と似た ，南太平洋に散らばったヒマラヤ奥地産の民族
の子孫であるか、 い ずれにしても、 島々を渡りなが ら海洋のルートを円由に行
き来していた集団の一員という視点から仮 説を立てて、 アカハチおよびアカハ
チの「戦争jを見直す必要があるのではないかと考えるのである。 物語や伝承
の根底には、 それを牛み出した「構造jが隠されているはずである。 課題は、
八重山 ・宮古・沖縄と九州・ 朝鮮下島および中国南岸を結ぶ「 海の道」につい
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て 、 点 (港 ) から線(海路 ) へとつなげることであろう。
[注1 J 丙旦喜行 (琉球大学教J受)・主i俣恵一 (沖縄問際大学教J受) IW西塘とその時代』
論争ー西里・狩俣往復書簡J (r竹富町史だよりJ第21号(2002.3.29)、 第22号
(2002.9.30) [両氏とも竹富島出身;通事孝作氏 = 竹富町役場時J'と編集家からの
資料提供による、2006.3Jは重安な指摘をする。「八重山の歴史の最大の転換点
とな っ た 泊里・宮古連合軍の 『八重山遠征』 は、 『アカハ チ 征伐』 とか 『アカハ
チの反乱Jなどと称されているけれども、 拝観的史実としてみれば、『アカハチ
戦争』と泊、すべきであろう。『アカハチ戦争Jから五00年後の 一昨年(�OO
O年)、 さまざまな視点から八重山の歴史の見直しが試みられたc rアカハチ戦
争』の直後に首里へ運行された竹富島の河析についとも、 島の1'1外からあらため
て大きな関心が向けられた 。j 私が考えるに「校争Jとは、 相互に独立した人民
支配梓・統治権を持つ政治的共同体聞の武力紛争、 または「 内戦I (civi! war、 政
治的共同体からの新たな統治権確去を求める分離・独立のための武力紛争)であ
り 、 係かに「 征伐JI反乱JI乱Jb寸琉球主府側lからの政治的価値、判断の付着
した概念・用語は不適当であって、「アカハチ戦争lはアカハチを前�J[とする八
重山人民の琉球王!付に対する「独v.戦争Jと呼ぶべきものかもしれない。
1. 15世紀半ばから16世紀初めの世界とH本
アカハチ「戦争Jが平定されたとされる1 500年頃(および アカハチが波照間
島に生まれたとされている14 50年代.1460年代 ・14 70年代 、 1 500年頃の アカハ
チを青 年から壮 年の 幅でとらえること にする) の世界・ アジ ア・日本では 、 ど
ういうことが起こっていたであろうか。 中国は明の英宗から成化帝を経て弘 治
帝 に至る時代であり 、朝鮮半島は李氏朝鮮の3代目の世宗が亡くなり 世祖から
成宗 、 燕山君や中宗 に至る時代であった。 日をヨーロッパ に 転じると 、 時代は
ボルトガルと スペインの 大航海時代の中にあった。 航海や発見にかかわる出来
事をあげてみよう。 ポルトガルの エンリケ航海王 (14 60年没 ) に仕 えるヴェネ
ツイア人カ
ダ二モース
トらが西アフリカ沿岸を探検してヴェルデ岬諸島に到達
(14 55年 ) 、 ポルトガルのフェルナンーゴメス の探検隊がアフリカ黄金 海岸に
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到達 (14 70年) 、 ポルトガルのバルトロメウヱニデイア スが アフリカ大陸最南端
に達し「喜望峰j を発見 (14 88年 ) 、グラナダ開城 で スペイン における アラブ
人根拠地陥落 ・キリスト 教徒 の同上回復戦争終結 (14 92年 ) 、コロンブス 第l
航海で パハマ諸島の烏に上陸し サンニサルパドール 島と命名(14 92年 ) 、コロ
ンブス 第 2航海で エ ス パニョーラ島 に到達(14 93年 ) 、 教皇アレクサンデル 6
世がスペインと ポルトガルの新発見地 に関する分界線を設定 (教皇子午線、 ト
ルデシリ ャス条約、 14 93年) 、 スペインがトルデシリャス条約 の境界線をヴェ
ルデ諸 島の西五約2000キロに変更 (14 94 年 ) 、コロンブ スの弟パーソロミュー
がサント =ドミンゴ に植民地建設開始 (1496年) 、 ポルトガル の パスコニダ =
ガマ が 喜望111華を回 航 (14 97 年) 、 パスコ =ダ =ガマ がカリカット に到達しイン
ド航路 を発見 (14 98年) 、 ポルトガルの アメ リ ゴニヴェスプッチ が南米東岸を
探検しアマゾン河口 を発見したとされる(1 4 99-1 500年) 、 ポルトガルのカブ
ラルがブラジル北東岸に漂着しポルトガル の 領有を買言0 500年 ) 、 コロンブ
スが 第4 航海でホンデユラ ス に上陸・ニカラガに土|砕し スペ イン 領と宣言
(1 502年 ) 、 パスコヱダ ±ガマが インドに|白jかう(1 502-1 503年 ) 、 スペインが
西インド貿易と植民地の統治機 関として セピー リ ャ通商院を設置(1 503年 ) 、
ポルトガルのフランシスコ =アルメイダが 初 代 インド総督 に 就任 ( 15 0 5-1 509
年 ) 、 ポルトガルがデイウ の海戦で エジプトとインド の艦隊を全減 させて イン
ド洋の 制海権を握る(1 509年) などである (青111 .石橋 ・ 木村 ・ 武本 ・ 松浦編
『 世界史大年去』、 山川出版社、 第3版ニ1993 ) 。
他方日本では、 後花園天皇 ・後土御門天皇を経て後柏原天皇 の時代 で、 室町
時 代 の 将軍は 足利義成 (改名して 義 政、144 9-14 73年 ) ・ 義 尚 (改名して 義 照、
147 3-14 89年) ・ 義 材 ( 義 植、 14 89-1 502年)を経て 義高(改名して 義澄、 1 5 02
-1508年 ) の頃 であるo 144 7年に、 山城 ・大和・近江・河内に土 一授が起こ
り、 洛Iい に侵入する事件などが 始まるが、 その後14 60年代 に入り京都周辺に土
一撲 が 拡大し、 幕府の権 威 が 弱体化して細川勝冗対111名・ 岳山・斯波らによる
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「応仁の乱」 が起こるに至った。 この乱が一応収まるのは、1 477年である。 し
か し1485年には山城国一撲 が、1487年には加賀一向一撲 が起こり、時代は戦国
時代に入った。 琉球との関係でいえば、琉球の商船 が兵庫に到着し細川勝元が
積荷を抑留した事件 があり (1451年) 、また琉球王の尚金福 が那覇に天照大神
の耐を建てたり(1452年) 、足利義政が琉球使節 に会ったり (1458年) 、幕府が
島津武久に琉球の入貢を督促させたり (1480年) するなどの事柄 がある (歴史
学研究会 編『机上版 日本史年表 第四版』、岩波書庖、2001) 。
八重山側からこの時代を見ると、朝鮮. ì斉ナト|島民(金斐 ・李正 ・萎茂) が八
重山に漂着し、 与那国・西表 ・新城・黒島 ・宮古 ・沖縄 ・九州、|を経て帰国 (送
還)、 見聞記を残したこと(1477年、なおこの見聞記は『李朝実録』に記録さ
れている) 、 I オヤケ アカハチの乱J (1500年) があ げ られ、また西表島に オラ
ンダ船 が漂着して慶米慶回城用尊 が米・牛 ・野菜 ・魚等を供給し、お札に犬2
匹と薬をもらったこと(l522 �1560年) などがある(南山舎『八重山手帳』
(2 006) 付録の「八重山歴史年表J)o
山口栄鉄編訳・解 説「外国人 来琉記 j (琉球新報社、2000 ) 所収の「外国人
来琉 ・琉球対外関 係史略年表」によると、1404年にシャム圃の船が琉球に至り
交易をする、 1420年に首里五府が社務固に使者を遣る、1463年にマラッカに使
者を遣る、1490年にパタニとの交易がはじまる、 1 511年に琉球貿易船 の集約 地
マラッカをポルトガル船が略取する、1512年�15年のトム ・ ピレス『スマ・ オ
リエンタルJ が琉球もしくは琉球人を示 すのにゴーレスなる呼称、を用いた、
1513年にポルトガル王エマヌエルがローマ法王レオ10世宛書簡においてマラツ
カの繁栄に触れ琉球貿易商人の活躍を伝える、1536年にカルヴォーが広 東の獄
中より発する書簡において福建海上の琉球困およびその貿易商人のマラッカ ・
シャム ・パタニ における活動を叙述する、などの事項 があげられる (同書244
2 45頁) 。 同書の「概説jによると、1 506年に「ポルトガルの印度総督アルフォ
ンソ・ ダルボケルク指揮下の軍艦五隻・ 貨物船団十隻 ・一千三百の兵が当時ベ
173 
ルシャ湾より印度洋海域にかけて貿易の実権を握っていたイ ス ラム教徒 を駆逐
すべく」行動を起こしたとされる (I百l書1 5頁) 0 これ らから分かるのは、 1 5世
紀に琉球 王府または琉球商人が 交易をしていたのはシ ャム (タイ) とマラツカ
であり、 16世紀に入って ポルトガル人がマラッカを経由 して琉球 貿易商人や琉
球王国の存在を把握するに至ったということであろうO
以上の年表掲載事項 の検討から見ると、 15世紀半ばから16 世紀初めの頃は、
スペインの西インド諸島および南 アメ リカ植民活動とポルトガルのインド航路
発見およびエジ プト ・ インド艦隊撃滅に伴うインド植民活動が特徴的に対比さ
れるo 1ウランダ ーJ (西洋人) の語源になるオランダの アジ ア太平洋航海や漂
着は16世紀半ばになってからであり、 16世紀の ボルトガル人の琉球記述も現地
滞在の記録に基づくというよりはマラッカ経由の伝聞の要素が 濃いように思わ
れるO 従って 、 アカハチでウランダーのf孫説 (1ウランダ ー仮説J) は 、 1 5世
紀の事実に基づくという よ りも、 さらに後世のヨー ロッ パ人接触の伝 承の 巾で
形成されたのものなのではなかろうか。
2. r李朝実録」にみる漂流の記録など
伝説のホンギルトンが亡命するために当時の琉球方面へ船で航海したとされ
る背景には、 朝鮮、!と島からの航海途卜に漂流して琉球・宵占 ・八重山に漂着
し、 その後に送還されたものたちの存在がある。『朝鮮王朝 (李朝) 実録』に
残されている漂流の記録にはさまざまなものがあるようだ。
宮里一夫・『沖縄「韓国レポートJI (おきなわ文席、 ひるぎ社、 1 998) によ
ると、「朝鮮王朝実録』に出ている朝鮮人漂流者に閲するものとして、 次のよ
うな記述がある ( 同書32 -35貞 ) 0 ①14 50 年 12月に万年および丁株らは漂流し、
臥蛇島に漂着、 奄美 大島を粁て沖縄本島に送られ 、 3年後に博多商人らと帰国
した。 ②14 56年 1 月2 5 tJに梁成ら (全羅道出身 ) は済州、| 島を出航して漂流し、
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久米島に漂着、 1ヶ月滞在後に沖縄本島につれてこられた。 ③ 1462年 1 月2 4日
に庄得ら 8 名は羅ナト他出て漂流し、 2 月4 t:Iに宮古に漂着、 4月2 7日に沖縄本
島につれてこられた。 漂流民の記録で特に注目されるのは、1477年2 月 1 日に
済州島を出航後に遭難して漂流し、 漁船 に救助されて14日目に号那国島にたど
り着いた金非衣(正Lくは金義、ほかに李花、 美茂の 2 名;前掲「八重山歴史
年表」による) ら 3 人が、 1479年 5月に朝鮮に戻って語り残した記録であるO
3名は、 与那国島から西表島一波照間島一新城島一黒島一多良間島一伊良部島
一宮古島を経由して琉球本島まで送られたが、記録には各島のことが詳細に書
かれているという O 宮里氏は、「各島聞にはこの頃から一定の連絡ルートが敷
かれており、 同じ政治圏に属して いたことがわかるjと指摘される( 同書34
頁)。 彼らは琉球国王の保護を受けた後、 那覇から日本商船 によって薩摩一博
多一壱11度一対馬という経路で朝鮮に戻ったのであるO 日Ijの文献によると、 この
3 名は漁師ではなく、済州島からミカンを朝鮮に運ぶ運搬船 の船頭たちであっ
た。 彼らは各島の生活習慣や生産物に関 する記憶を話し、『朝鮮実録Jに記録
を残した。 この脈絡で考えると、 金聾ら3 名は結果的に、 朝鮮半島から遠くは
与那国島、 西表島(なぜか石垣島は除かれている、 すでに宮古勢力と政治的な
対立状態にあったか) 、 宮古島、琉球本島に 至るまでの各島の生活習慣と生産
物および航路 を調査したことになる。 宮里・前掲書によれば、 3名は「与那国
島では『朝鮮国』出身と丈字も書いており、 有識者ーであったようだJ ( 同書34
頁) とされるので、 逆に航路と島々調査の目的をもった漂流ではなかったか、
との推測も成り立ちう るのではなか ろうか。(参照:和田久徳rr李朝実録J に
あらわれた南島J r歴史公論Jl 11巻 9号(1985.9 ) 、 高瀬恭子「李朝実録の琉球
困史料(記注(l))J r南島史学Jl 36 (1990.10 ) ;なお『南島史学Jには「李
朝実録」 の翻訳の掲載がある、34号(1989.9 ) に和田久徳[補遺」、36号か ら
39号、43号から51号(1998.5)、 石垣市立図書館長 ・黒島為一氏のご教示によ
る。)なお、那覇における聞き取り(2005.9 川満信一氏二「沖縄タイムスJ
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元編集長) に よ ると、『李朝実録』の記録に、 1462年、朝鮮・済州島氏の漂流
民である肖得らの見聞録として、 尚泰久玉が李朝に使者として送った普須古
(フ スコ ) と漂流民との問答 を記録したものがある。 1477年の金斐ら 3名の漂
流民が与那国から島々を経て琉球本島へ、朝鮮へ送還された経路は、 かなりジ
グザグのものであり、 帰国後に李朝に報告した記録は、 島々の特産物や風俗 ・
酒の製造・家南の飼育の 仕方・消費など広範にわたっているところから判断す
ると、 彼らはただの漂流民ではなく何らかの「調査」の役割を担っていたので
はないか、 と指摘される。
3. Iウランダー仮説」に みる「オヤケアカハチ」
新川明 ・儀間比呂志『オヤケ ・ アカハチ物 語 南風 よ 吹けj (琉球新報社、
2003)はアカハチを アカパツとしたうえでパツ=撃とし、 アカパツニ赤髪、 つ
まり波照閉経由 で石垣にきたウランダ ー (西洋人) (の子ども) という設定で
物 語を構成する。 オヤケ ・ アカハチ= Iウヤキ ・アカハチjの誕生に至る物語
の初めのあらすじ をまとめると、 次のようになる。 大きなh風の去ったパテイ
ローマ島の南側のベムチ浜の岸辺近くに、 強い風で帆柱の腕木が折られて吹き
寄せられた 1 隻の大きな異同の船が停泊していたc 森の奥の「お掻」に お参り
していた娘(霊力の高い司) の前に突然異国の男が現れ、娘は気を失った。 娘
は気を失った中で現れた神から、「神の子が宿るだろうJ と骨げられ、 気がつ
いてから 3 l:l後にやってきた異凶船 の船長から島を離れることと森の洞穴に贈
り物を隠したことが告げられ、 その使い道 を書いた 1 本の巻紙 をi度された。ìl可
穴には鉄の板や延べ棒が積まれ、 金槌 1 つが置かれていた。 巻紙は道具の作り
方が描かれた同面であった。 異同船 が出ていってから卜月十日も過ぎた頃に、
司に髪の毛も目や肌の色も島の人とは大違いの大きな赤ん坊が斗:まれたc 赤い
髪の子は村人から「アカ・ アマジィ(赤髪) J と呼ばれて育ち、 2 メー トルを
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超えるた くましい少年に成長すると、 彼は母二司の霊力 を受け継 いで小思議な
あ じ
能力 を見せ るようになり、 村人たちは彼を「赤J (気高 い 、 本当の) 、 按司(指
導者) という尊敬の意味を込めて「アカ アジJ (赤按司 ) と呼ぶようになった 。
母 親の死後、 彼は母 からもらった図面 を見ながら森の奥の洞穴 から出した鉄の
板や延べ棒をもとに、 ふいごや鉄敷などの鍛冶道具 を作り、 さらに新しいカナ
パイ(鉄の鍬 ) を村人に配 るようになった。 その後、 鎌や山万、 斧なども作ら
れ、 新しい畑 が聞かれた 。「ウヤキ ピトゥ(寓める人 ) J といって島の人々がさ
らに尊敬の思いを込めて名づけた「ウヤキ 、アカ アジ」の名 は、「ウヤキ 、ア
カハチ」 として他の島々にも知られるようになった。 この後に、 宮古の仲宗根
ナータ フーズ
豊見親玄雅がパテイローマ島の娘に生ませた長田 大主(後に アカハチと戦うこ
とになる) や その妹で アカハチの妻 となるクイツ パ(古乙姥 ) との出会い、 石
ウ ヤ キ
垣島 ・ 大浜村の人々が村の「頭領」とし てアカハチを招 いたこと、「福の神 ア
ホ ン カカハチ・大浜の頭領J (オヤケ アカハチ ・ホンカワラ) と呼ばれるようになっ
たこと、 首里王府への抵抗、 王府軍 との戦いとその結末の物語が続 くのである
が、 省略するO
4. 複数の「仮説」と今後の調査研究課題
( 1 ) I海の道Iの視点と倭冠研究 からの補助線の必要
オヤケアカハチの実像をめぐっては、 琉球一宮古一八重山の(王国 ) 地域関
係史の枠組みよりも I海の道」の視点からの広い考察が重要であろうO アカハ
チが(先述のように) 、 ①西欧から アジアに米航して難破し漂着した波照間島
でウランダー(オランダ 人に限らず広 くヨーロッパ人を指す) が島の女性に産
ませた子供であるか、 ②14� 15世紀に活躍した日本人主体の「前期倭冠jが拠
点、と する波照間で女性に産ませた子供のひとりであるか、 ③朝鮮半島南部から
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(14 77年の済州島氏で海難にあった漂流民の護送・帰還ルートをたどって) 亡
命してきた李氏朝鮮への反乱グルー プ(ホンギルトン伝説の基盤となる集団)
の一人であるか、 ④ニュージーランドのマオリ族と似た ・南太、ド洋に散らばっ
たヒマラヤ奥地産の民族の子孫であるか、 いずれにしても、島々を渡りながら
海洋のルートを自由に行き来していた集団の 一員という視点から仮説を立て直
して、 アカハチおよびアカハチの乱を見直す必要があるのではないか、 という
のが私の暫定的な仮説であるO
五j馬遼太郎『沖縄・先島への道 街道をゆく 6 j (朝日文庫版 、 1978など)
を読むと、 司馬氏は気づいていないが私の仮説にとっての重要なヒン ト があっ
た。 司馬氏は、 竹富島の倭冠遺跡や鍛冶場跡を訪れており、 その 倭泡遺跡への
言及と引用された稲村賢敷『琉球諸島における 倭冠史跡の研究JI(古川弘 文
館、 1957 ) は本が最有力視している仮説 = 1アカハチ二倭冠の子孫仮説jに重
要なヒントを提供した。 私は、 司馬氏は「沖縄・先島への道」の旅で石垣島に
来ていながらアカハチに言及がない、 と不満に思っていたが、 よく読むと本書
の「与那同島」の項で サンアイ・ イソ パに 関連して、「八重山諸島に、 赤蜂と
いう英雄が出現している。 名前が素朴でいい。J(丈庫版 187 頁)と書いてあっ
た。 司馬氏は、 f!rt球王府の『球陽Jから引用し ながら 、「敗者であるかれは恒
史を書く立場にいなかったた めに、 い まも沈黙している。」と、 吋馬史観らし
し 咋見れまで アカハチを見ているのであ る 。
日l同氏の稲村研究書紹介にヒントを得て、 重要論点をまとめておきたい。 稲
村氏は、 昭和23(1948) 年から琉球列島における倭冠の踏査を始めたのである
が、 その踏査の結果によると倭冠遺跡は沖縄でも「とくに先島である八重山諸
島において痕跡がおびただしい」というO 倭冠の親玉は、 南朝で九州、| に 商業 活
動によって財政的基盤 を作っていた懐良親王(? � 1383、後醍醐天皇の皇子、
征同大将軍として九州に40年居た) と意識されていたようであり、 司馬氏が竹
富島で調会5の援助を受けた上勢頭亨氏(1竹富島の鍛治伝承J(r沖縄文化研
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究JI 9 、 法政大学沖縄研究所編、1982 ) ゃ『竹富島誌 民話・民俗篇j ( 法政
大学出版局、 1976) の論考がある) は 竹富島の白い祝詞の中の神名に「良懐」
(1なーる金J) として残っていると説明した( 同104頁) 0竹富島の小波本御巌
の祝詞にある 「くばもとふしかわらjの 「かわらjは「 甲螺Jで 、 i安冠と|司義
語だというO その理由は、 倭冠の小部隊の 大将を倭窟が「頭」とよんでいた
のを中国人が聞いて「甲螺」と書き、 それが倭冠を指す名詞になったという説
明である(向10 5 頁 ) 。 また 、「先島では、 {委冠が住んでいた 土地には(かわら)
の名称がついているのが多い」とし、 稲村氏は古い時代の沖縄人が持っていた
童名の研究によって、 倭冠の子孫とされる家系ではずどもに「が}ら」という
童名をつけたこと、「がーらjがヤマト人もしくは倭冠を指す肯い青葉である
ことをつきとめた、と指摘する( 同10 5 -10 6良) 0この論述に従うのならば 、「ホ
ンガ ワラjは「ほん ・がーらj、 つ まり「大浜の 倭冠の子孫」を指すことにな
り、「オヤケアカハチ ・ ホンガワラjは「大浜の倭冠の子孫で偉大なる頭領」
(赤髪であったか否かは 不明) という新し い人物像を描き 出すことになるので
はなかろうか。
「倭冠J研究には 「倭人」研究を踏まえる必要があり、いま研究史の太い流
れの中で上記の仮説を実証することは 困難であるが、「倭冠J (特に1350年 ±高
麗忠定王2 年から始まり15 世紀までの対馬・壱岐・ 松浦などのH本人を中心と
した 「前期倭冠J) の八重山の島々を拠点とした交易・交流の日J能性を検討す
ることは意味のある課題であろう。
(参照:村井章介『中 世 倭人伝j (岩波新書、 199 3) 、 田中健夫「倭冠と東アジ
ア 通行圏J (網野義彦ほか編『日本の社会史 第l巻 列島内外の交 通と国
家JI 所収、 岩波書庖、 1987 ) 、 問中健夫『倭冠:海の歴史JI ( ニュ ートンプレ
ス 、 1997 ) など)
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( 2 ) 鉄(鉄器)の入手と鍛冶場遺跡など
アカハチ研究のもう一つの見直しの鍵となるのは、 新川明氏の「ウランダー
仮説jに描かれた 、 その時代を岡する重要 な生産手段ニ鉄(鉄器)の入手経路
および鉄を鍛錬して鉄器を作る鍛冶場の遺跡の研究と 、 諸遺跡から出土する沖
縄人の人骨の研究(考古学的人類学的分析)ではないかと思われるO
安里進(考古学) ・土肥直美(形質人類学 ) r沖縄人はどこから来たか 琉球
=沖縄人の起源・成立j (ボーダーイン夕 、 1999)と高 宮広土(考古学 ・ 人類
学) r島の先史学 パラダイ スではなかった沖縄諸島の先史時代.1(ボーダーイ
ンク 、 200 5)の 2著に共通する指摘( 特に高 宮分析)であるが 、 アカハチたち
が生きた 15� 16 世紀の沖縄人(宮古 ・先島人を含む) は 、 縄文人 ・アイヌ人で
はなく 、 渡来系弥生人の子孫と形態的に近い 関係にあること 、 弥生~平安時代
後期に日本祖語系統の言語を話し頑丈な体型の農耕民が沖縄諸島 に移住してき
たのではないか 、 現代沖縄人の祖先は8 ・ 9世紀�101吐紀(ヤマト朝廷と九州、 |
の偉人の戦いの時期)あるいは10�12世紀( 源平による九州の混乱)にお そら
く九州から植民してきたのではないか 、 ということである。 ここから出る結論
としては 、 上記の② アカハチ二 倭冠の子ども説もかなり;省力となるのではない
か 、 ということである。 また 、 大漬永亘 「八重山 スク時代の鍛冶遺跡と伝承」
(r琉球弧の世界 海と列島文化6 .1)によれば 、『八重山島白米記」の崎原御
最( 大浜 ・崎原公園内)の項に 、 薩摩の坊津から鉄とフイゴが伝来したと記載
されていると指摘され 、 また波照間島のオヤケアカハチ生誕地遺跡からは鉄淳
を採集した(向島の北村遺跡には鍛冶屋跡があった)と指摘されているので 、
アカハチとこれらの鉄・鉄の鍛錬との結びつきは十分説明できるのではないで
あろうか。
以kに加えて 、 得能喜美氏の “琉球王府による海のシーレーン防衛" ( 東イ
ンド会社の交易との衝突があるか)の仮説(r八重山文化研究会設立30 周年記
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念シンポ ジウムjの報告、「八重山毎日新聞J1999.10.18掲載) が実証できれ
ば、 アカハチの人物像と「アカハチ戦争J =八重山 「独立戦争jのlì毎の道j
を通 じた・ 匡|際関 係にも広がる背景と原因がかなり解 明できるのではないか、
とも思われるのであるO
〔補遺] I f::I暦3月 3 日は「浜ドり」の行事が行われるが、 石垣島・ 大浜ではオ
ヤケ アカハチの遺徳を偲ぶ「慰霊祭J( 大浜公民館主催)が崎原公園内の アカ
ハチの碑の前で行われてきた(例えば「八重111日報J 2000.4.7に 「きょう 浜下
り 」の記事があり、 ア カハチ慰霊祭が予告されている)0 r八重山手帳j (2008 
:rë、 南山舎) によると(2005年は4 月l Rが1�1暦3月3 円にあたり[浜下り」
と アカハチ慰霊祭の項目があるが)2009年は3 月2 9Uの欄に両項目が記載され
ているO
〈参考文献:本丈引用のほかに以下がある〉
砂川|哲雄「オヤケ亦峰の反乱J . I オヤケ アカハチ ・ホンガワラとはだれ
か? J . Irオヤケアカハチ ・ホンガワラの乱JI を論じる前提としてJ . Iオヤケ
アカハチ・ ホンガワラのイメージ形成と時代的背景J(本稿のみ『現丈研J 第
82号所収、2006.3)=以上いずれの論稿も砂川哲雄著[八重山からO 八重山へ。
八重山丈化論序説.i (南山舎)2007.11) 所収。
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